


ごあいさつ

　　皆さまには平素より鹿児島興業信用組合に格別なご愛顧を賜り、厚くお礼申し上げます。
　本年も、平成29年度9月期の業務内容を取りまとめました「ミニディスクロージャー誌」を作成いたしまし
　た。つきましては、本誌をご高覧賜り、当組合に対するご理解をさらに深めていただければ幸甚に存じます。
　　さて、平成29年度上期におきましては、皆さまのニーズにお応えする商品・金融サービスの迅速な提供と、
　経営の健全化に向けて諸施策に取組んでまいりました結果、当期利益は4億14百万円(前年同月比3億18百万
　円増)の黒字を計上いたしましたほか、経営の健全性を示す指標である自己資本比率も9.18%(前年同月比1.85
　P増)と国内基準の4%を上回りました。平成29年度下期におきましても“共に創ろう夢ある未来”をスローガ
　ンに掲げ、金融仲介機能をさらに強化し、地域の発展に貢献できるよう、役職員一丸となって邁進してまい
　りますので、今後ともご指導、ご支援を賜りますようお願い申し上げます。

１・預金・貸出金の状況
■預金（期中平均）残高推移
　皆さまからお預りしている平成２９年９月末の預金（期中平均）残高は１，４０７億円となりました。総預金
　のうち約７４.３％が個人のお客様の預金であり、皆様から大きな信頼をいただいております。
　組合員向け限定商品をはじめ、お客様に満足いただけるよう、今後も預金商品の提供に努めてまいります。

■貸出金（期中平均）残高の推移
　お預りしたご預金を地域の組合員を中心とした皆様に貸出金としてご利用いただいております。平成２９年９月
　末の貸出（期中平均）残高は８５２億円となりました。
　貸出金のうち、約７６．４％が中小企業（法人）及び小規模事業者（個人事業主）への円滑な資金提供によるも
　ので前年同期に対し残高は４３億円増加いたしました。今後も、皆様のニーズに応じた安定的な資金提供に努め
　てまいります。

２・収益の状況

■コア業務純益・当期純利益の推移
　組合員への貸出金増加や経費削減、不良資産の回収により、上期の当期純利益は４億１４百万円（対前年同期比
　３億１８百万円）となり、また本業の収益を示すコア業務純益は８百万円を計上いたしました。
　下期におきましても、更なる収益の確保に努めてまいります。
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■貸出金の内訳

コア業務純益 8百万円 当期純利益 4億14百万円

預金残高 1,407億円 貸出金残高 852億円
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３・自己資本比率の状況

■自己資本比率の推移

４・不良債権の状況

■不良債権比率と不良債権額の推移

５・CSR・地域貢献活動

≪ビジネスマッチング≫
・県内7金融機関で設立した「鹿児島アグリ＆フード金融協議会」主催で、
　東京にて「南の逸品商談会　in ToKyo ‘食の大商談会‘」を合同で開催
　いたしました。約８０社の企業が出店し、当組合からは３社が参加いた
　しました。北洋銀行・帯広信用金庫が特別協力行として参加して開催し
　た商談会は全国各地のバイヤー約4,000名が来場され盛大な商談会となり
　ました。
・今後もお取引先の販路拡大のサポートを積極的に行なってまいります。

　
　

　 　　≪こうしんチャリティーゴルフコンペ≫
　 　  ・チャリティーゴルフコンペは鹿児島会場、大隅会場の２ヶ所

　　  で毎年開催され、参加者から集まったチャリティー資金は子
　　  育て支援を目的に地公体へ寄付させていただいております。
     ・コンペにより取引先同士の親睦も図られています。
　　※2会場にて3回開催、総勢160名参加。
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リスク・アセット（保有する資産に

その安全度に応じた掛目を乗じた金
額）に対して、内部留保や出資金など
の自己資本がどれくらいあるかを示す
指標で、金融機関の健全性を表す代表
的な指標です。

こうしんの自己資本比率は、国内基

準である4％を上回り、健全性の高さを
維持しております。

今後も堅実経営に徹し、内部留保に
努め、自己資本の充実に取組んでまい
ります。

自己資本比率 9.18％

お取引先に対する円滑な資金供給
と経営改善・再生支援に積極的に取
組んでおります。

不良債権額は平成28年9月末に対
して約4.9億円減少し91億円となりま
した。

不良債権比率は10.73％となり、平
成28年9月末に対し0.81ポイント減
少しました。

引き続き改善に向けて取組んでま
いります。



≪地域行事・清掃活動≫
  ・「こうしん」は地域社会への貢献を経営理念のひとつ
  　として掲げています。各支店で開催されるイベント・
 　 ボランティア活動・お祭りや支店周辺の清掃活動にも
　　積極的に参加しております。

　　(H29上期参加役職員：お祭り138名、清掃活動99名）

≪こうしんカップ少年サッカー大会≫
・昭和60年から開催している「こうしんカップ少年サッカ
　ー」はサッカーを通じて各チームの相互の親睦及び技術
　の向上に加え、少年の健全教育を図ることを目的に毎年
　開催しております。
・本年度、第23回大会は20チーム約480名の小学生が参加
　し、天候の悪いなか熱戦が繰り広げられました。

≪夏休み親子地引網大会≫

・地域貢献、当組合のファン作り、子育て世代への支援
  として夏休み親子参加企画『地引網体験』を毎年開催
  しております。
・柏原海岸、江口浜海岸の2会場で開催し、本年は計151
　名の方に参加していただきました。お子様の夏休みの
　思い出になる経験ができたと参加者の方から多くのお
　礼のお言葉をいただきました。

≪信用組合初の移動店舗車運行開始予定≫
　・移動店舗車「こうしんカルガモ号」は、10月より定期
　　的な巡回営業を行います。営業店の窓口と同じように、
　　預金の入出金、通帳記帳、公共料金や税金納付等のほ
　　か、ローン相談等のサービスを提供する予定です。

　 　・車両導入における新たな店舗戦略を十分活かし、お取
　　引先のお役に立つ金融サービスの提供を継続かつ安定
　　的に行い、地域金融のインフラ維持及び地域貢献に取
　　組んでまいります。
  ・平成29年9月20日に南大隅町と「災害時における移動
　  店舗車による電力の供給に関する連携協定」を締結致
　  しました。

６・貸借対照表・損益計算書
半期貸借対照表 （単位：百万円）

H28年9月期 H29年9月期 H28年9月期 H29年9月期

49,809 50,700 141,744 138,609

14,634 14,439 3,000 4,500

83,534 85,469 324 323

1,359 1,089 92 90

4,488 3,967 132 141

8 8 28 35

568 513 24 37

120 85 368 340

△ 2,831 △4,587 120 85

△ 2,617 △ 4,309 145,836 144,163

2,871 2,833

1,650 3,270

20 211

755 414

△ 102 40

662 752

559 792

5,857 7,521

151,693 151,685 151,693 151,685

評 価 ・ 換 算 差 額 等 合 計

資 本 剰 余 金

利 益 剰 余 金

その他有価証券評価差額金

土 地 再 評 価 差 額 金

（うち個別貸倒 引当 金）

役 員 退 職 慰 労 引 当 金

そ の 他 の 引 当 金

再評価に係る繰延税金負債

債 務 保 証

普 通 出 資 金

優 先 出 資 金

有 形 固 定 資 産

無 形 固 定 資 産

繰 延 税 金 資 産

債 務 保 証 見 返

貸 倒 引 当 金 （ △ ）

預 金 積 金

借 用 金

そ の 他 負 債

賞 与 引 当 金

退 職 給 付 引 当 金

科 目 科 目

負 債 の 部 合 計

純 資 産 の 部 合 計

負債及び純資産 の部 合計資 産 の 部 合 計

現 金 ・ 預 け 金

有 価 証 券

貸 出 金

そ の 他 資 産

半期損益計算書 （単位：百万円）

H28年9月期 H29年9月期

経常収益 1,443 1,686

資金運用収益 1,156 1,142

貸出金利息 1,029 1,034

預け金利息 44 48

有価証券利息配当金 59 37

その他の受入利息 21 21

役務取引等収益 91 99

その他業務収益 146 7

臨時収益 48 436

貸倒引当金戻入益 - 154

償却債権取立益 39 277

経常費用 1,338 1,265

資金調達費用 41 34

預金利息 41 34

役務取引等費用 150 149

その他業務費用 2 2

経費 1,069 1,054

臨時費用 71 25

経常利益 105 420

特別利益 0 -

特別損失 - -

税引前当期純利益 105 420

法人税、住民税及び事業税 8 5

法人税等調整額 - -

当期純利益(又は当期純損失) 96 414

科目




